
目 的

クエはマハタ同様高級魚であるが, 適正水温や行動生

態がマハタと異なり, 海面小割養殖対象種としてはあま

り適しないことがわかっている｡ そこで, クエの閉鎖式

養殖システムを用いた陸上養殖技術開発の可能性を株式

会社陸上養殖工学研究所と共同で検討する｡ 併せて, 海

洋深層水の利用についても検討する｡

１. 閉鎖循環式養殖システムによるクエの飼育試験

方 法

尾鷲水産研究室敷地内に飼育水槽４�, 循環ポンプ,

酸素発生機, 生物濾過槽等からなる閉鎖循環式養殖シス

テム (陸上養殖工学研究所考案) を設置し, 閉鎖循環区

とした｡ 図１に閉鎖循環式養殖システムの模式図を示す｡

閉鎖循環区の水温はヒートポンプを用いて夏季には��～

��℃, 冬季には��～��℃に設定した｡ 一方, 対照区とし

て水温調整を行わず紫外線殺菌濾過海水を３���で注水

する掛け流し式の流水区を設けた｡ 供試魚には����年産

クエ稚魚 (平均体重	
�) を用い閉鎖循環区に���尾,

流水区には���尾収容した｡ 餌にはトラフグ用
�を用い,

給餌は魚体測定前日およびアンモニア態窒素濃度が

２����を越えた日を除いて毎日行い, 閉鎖循環区の平

均体重が����を越えるまでは１日２回 (�����および�����)

それ以降は１日１回午前中に飽食給餌した｡ 水質管理に

ついてはアンモニア態窒素, 亜硝酸態窒素, 硝酸態窒素,

塩分, 溶存酸素, 水温, ��, 濁度, 色度の測定を毎日
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図１ 実験に用いた閉鎖循環式養殖システムの模式図



給餌前に行った｡ また, 硝酸態窒素が�������を越え

てからは, １日に����(全水量の約�	
％) の換水を行っ

た｡ 魚体測定は毎月１回実施し, その際に平均体重����

までは飼育密度�������未満, ����から
���までは

�
�����未満, それ以降は�������以下となるように飼

育尾数の調整を行った｡

結果及び考察

(�) 水質管理

水温は閉鎖区では夏季�
	�±�	�℃, 冬季�
	
±�	�℃

でほぼ設定通り, 流水区では��	�～��	�℃の範囲で推移

した｡ 塩分は閉鎖区�
	
�±�	��‰, 流水区�
	�±�	��‰,

溶存酸素は閉鎖区�	��±�	�
����, 流水区
	��±�	�


����, ��は閉鎖区�	��±�	�
, 流水区�	��±�	��であっ

た｡ 閉鎖循環区のみ測定した項目では, アンモニア態窒

素�	��±�	������, 亜硝酸態窒素�	��±�	������, 硝

酸態窒素は�	��～��
	�����まで増加, 燐酸態リンは

�	��～

	�����まで増加, 色度��	
�±�	
�, 濁度�	
�

±�	�����, 炭酸塩硬度(��)�	�
±�	�
となっている｡

硝化に関連するアンモニア態窒素, 亜硝酸態窒素は試験

開始直後を除いてほぼ０����であり, 硝化が確実に行

われていることから, 実験に用いた閉鎖循環式養殖シス

テムは十分な処理能力を持っていたと考えられた｡

(�) 飼育結果

試験期間は平成��年��月８日から平成��年９月��日の


�
日間であった｡ 終了時の閉鎖循環区の平均体重は

�����	��で最大個体が���
	��, 最小個体が���	��, 流水

区の平均体重は���	��で最大個体���	
�, 最小個体が

�

	��であった｡ 図２に閉鎖循環区と流水区の平均体重

の推移を示す｡ 閉鎖循環区では飼育水温がほぼ一定であ

るため成長に季節変化は見られなかったが, 流水区では

低水温期に成長が停滞した｡ 図３に尾鷲水産研究室海面

生け簀で����年１月～����年��月までクエを飼育したと

きの平均体重の推移を示す｡ このように海面生け簀では

平均体重１��に達するのに約３年が必要である｡ 本試

験において閉鎖循環式養殖システムを用いてクエを通年

適水温で飼育することにより, ２年弱で平均体重１��

にできることが示され, 閉鎖循環式養殖システムを用い

たクエの養殖実用化へ期待がもたれた｡
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図２ 閉鎖循環区と流水区の平均体重の推移

図３ 海面生け簀での水温とクエの成長

表１ 深層水クエ飼育成績
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２. 海洋深層水を飼育水に用いた小型閉鎖循環式養殖シ

ステムによるクエの飼育試験

方 法

飼育水槽����, 濾過槽����からなる小型の閉鎖循環

飼育システムを２組設定し, 一方には飼育水に濾過海水

を用いた濾過海水区, もう一方には三木里沖約５��水

深����から汲み上げた海洋深層水を用いた深層水区と

して飼育試験を実施した｡ 水温は��℃に設定し, 実験１

と同様の水質項目の測定を行った｡ 供試魚には平成�	年

産クエ稚魚 (平均体重��
��) をそれぞれ��尾ずつ収容

した｡ 餌にはトラフグ用�
を用い, 毎日１回飽食量を

給餌した｡ 毎月１回魚体測定をおこない飼育成績を比較

した｡

結 果

試験は現在継続して実施中であり, ����年��月７日の

試験開始時から����年３月７日の魚体測定までの経過を

報告する｡ 表１に飼育成績を示す｡ 濾過海水区の方がや

や飼育成績は良好であったが, 両試験区の差はそれほど

大きくない｡ ����年６月まで実施予定であり, 次年度に

結果を報告する｡

― 122 ―




